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文責：校長 小田 伸幸

今日の終業式では、このような話をしました。

１学期の終わりには、全校児童が水泳指導を行いました。

①水に親しませ、水に対する恐怖心を取り除くこと

②命を守る手段として、水泳技能の向上を図ること

を主な目的としています。わずか３日間の実技指導でしたが、

「水に顔をつけるのがこわくなくなったよ。」「５０ｍ泳ぎ切った！」など、一人一人が日

々上達していきました。これまで見た３年間で、一番上達が早かったと感じています。

２学期はどんな成長を見せてくれるのか、今からとっても楽しみです！

これからも暑い日が続きます。体調に十分留意しながらお過ごしください。

盈進小学校だより ～みんなが楽しい学校をめざして～

『盈たして進む Ⅲ』

１学期の最初から６年生がリーダーとなって、入学式・１年生

を迎える会・運動会など様々な行事に取り組んできました。その

中でも、特に印象的なのは、『１年生のお世話』でした。朝の始まりの準備、給食、そして運

動会の花笠音頭など、１年生を温かく迎え、安心して楽しく過ごしてもらいたいという気持ち

がすごく伝わってきました。１年生は、６年生の手から少しずつ離れ、今では先生がいなくて

も朝の会や帰りの会が『自分たちで、静かに』始められるほどです。

もちろん、頑張ったのは２年生から５年生のみなさんも同

じです。では、みなさんが頑張ったぞというところを少しだ

け紹介します。

まず、「かしこくなった」ところです。

・すらすらと音読ができるようになった

・カタカナや漢字がたくさん書けるようになった

・話の聞き方が上手になった

・先生から言われる前に自分から行動できるようになった

・他の人の気持ちが分かるようになってきた

次に、「たくましくなった」ところです。

・手のひらのマメがつぶれるぐらい鉄棒の練習をした

・自信と勇気を持って発表できるようになった

・嫌なことがあっても、しょぼくれなくなった

・難しい問題が出ても、泣かずに最後までやり終えた

・学級や委員会の仕事など責任を持ってやれた

校長先生が思っていることは、みなさん一人一人が『心』の成長を感じ取っていることです。

『心の強さ』は、「かしこさ」にも「たくましさ」にもつながる、とっても大切な部分です。

明日からの夏休み、やりたいことがたくさん待っていると思いますが、勉強や家の仕事など、

やるべき事をしっかりとやる『強い心』を忘れずに、楽しい夏休みを過ごしてください。

そして、ふるさとのよさをいっぱい感じながら、８月９日に元気にみんなで会いましょう。

カエルだ！ イルカだ！ ．．． 犬??

大きく実った１・２年生のピーマン


